
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

計算機入門 

Computer Literacy 
必 村田 充利 

１年生 

電気情報工学科 
1 

前期 

週 2 時間 

授業概要 
情報リテラシーを中心とする総合演習を行いながら、情報機器の活用に関する基礎的な知識と技術を

学習する。さらに、インターネットWWWブラウザの使い方とホームページの作成を行う。 

到達目標 

(1)文字情報と図画情報を組み合わせるレポートを作成できる 

(2)コンピュータを活用して問題を解決するとき、最低限の知識を知っている 

(3)画像、文字の修飾、リンクを含んでいるホームページを作成できる 

評価方法 課題・レポート・小テストを50%で、ホームページ課題を50%で評価する。 

教科書等 
【教科書】：速効!図解ホームページ作成[HTML&CSS編]，毎日コミュニケーションズ 編 

【参考書】：30時間でマスターWord & Excel 2007，実教出版編修部 編 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

情報センターの利用、インターネット、電子メールの使用法、使用説明、ネチケット 

Word、Excelの総合演習    

〃            

〃            

〃            

〃            

Webページの作成           

     〃            

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

〃                       

〃                       

〃                       

〃                       

〃                       

          〃 

作品発表   

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

 C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

 C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE ａ b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

  ◎        



 

 

 

電気情報工学科 1年生 計算機入門 (Computer Literacy) 

 

 

 

第1週 

 情報処理教育センターおよび学内の教育用ネットワークを利用するための方法や各種設定を行う。また、情報社

会に参加し、インターネットを安全かつ快適に活用するために、情報ネットワークを利用するためのマナー（ネッ

トワークエチケット）の基本事項について説明する。 

 

 

第2週～6週 

 中学校で習ったワープロ（Word）、表計算ソフト（Excel）について、総合演習課題として復習する。これから

各学年で行う電気情報工学実験に必要な実験データの整理・加工の基本的な技術を学習し、文字情報と図画情報を

組み合わせる手法について学習する。また、図や表、参考文献の入る報告書（レポート）などを作成する。 

 

 

第7週～15週 

 インターネットの普及に伴い、ネットワークを利用した情報表現が出現した。その代表的なものがWebページで

ある。Webページは、文字と画像や音を組み合わせた情報を、世界中の不特定多数の人に発信する有効な伝達手段

である。 

 ここでは、Webページ作成するためのHTMLの基本的な知識を習得する。そして、興味を持つ事柄からテーマを

ひとつ定め、情報収集などを行い、Webサイトを作成する。また、自分が作成したWebサイトをひとつの作品とし

てプレゼンテーションを行う。さらに、優秀な作品は、和歌山県ソフトウェアコンテストへの応募をお勧めする。 

 

 

 


